
StoreTouch導入ガイド 

第2.0版 
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StoreTouchでできること 
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iPad1台で日々のオーダーと会計処理を 
こなすことができます。 

売上や顧客の情報はPCからでも 
確認できます。 
売上状況や顧客数などを、 
曜日別・時間帯別に表やグラフで 
表示することもできます。 
プリンタがあれば、誕生月などの 
条件で検索した顧客にDM用の 
宛名ラベルを印刷できます。 

顧客データはiPadで参照できます。 
電子カルテは撮影した写真を取り込んだり、
手書きで情報を書き込んだりできます。 
顧客情報はネットで管理されているので、 
使うiPadが増えてもデータを共有できます。 



StoreTouchの使い方 
 まずは管理画面から 

 スタッフを登録しましょう 
 選択肢を登録しましょう 
 カテゴリを登録しましょう 
 商品を登録しましょう 
 ボタンの位置を設定しましょう 

 アプリを使ってみましょう 
 起動してみましょう 
 お客様を登録しましょう 

登録したお客様情報を検索しましょう 
 カルテを作成しましょう 

 レジを使ってみましょう 
オーダーを入力しましょう 
オーダーを確認しましょう 
 レジをクローズしましょう 

 アプリを終了しましょう 
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管理画面の使い方 
StoreTouch 
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まずは管理画面から 
①PCから管理画面を開きます。 
 (https://www.storetouch.com/pos/login) 
②ログインIDとパスワードを入力します。 
③「ログイン」ボタンを押します。 

④「マスタ」ボタンを 
押します。 
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管理画面で何を登録すれば 
使えるようになるの？ 

項目 内容 

スタッフ 店舗でお客様の対応をするスタッフを登録しておきます。 

選択肢 お客様情報を登録する際の項目内容を登録します。 

カルテの作成のみに使用したい方はこの２つを登録してください。 

会計処理もアプリで行う時は、上記以外にこの登録も必要です。 

項目 内容 

カテゴリ 商品の分類を登録します。 

商品 商品名、価格などを登録します。 

ボタンの位置 StoreTouchアプリに表示される商品ボタンの位置を決め
ます。 
商品を登録後に設定します。 

各項目の詳しい登録内容はヘルプページを参照してください。 
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①左側の「スタッフ」を選びます。 
②表示された画面の下にある「追加」ボタンを押します。 

スタッフを登録しましょう(1) 
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店舗でお客様の対応をするスタッフを登録します。 



①「氏名」～「表示順」を入力します。 
②「追加」ボタンを押します。 
 
登録終了です。 

スタッフを登録しましょう(2) 
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選択肢を登録しましょう(1) 
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アプリのお客様情報に使用する項目の選択肢を登録します。 

この部分の記述を 
自由に設定できます。 

StoreTouchアプリ お客様情報画面 



選択肢を登録しましょう(2) 
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①左側の「選択肢」を選びます。 
②表示された画面の下にある「追加」ボタンを押します。 

お客様情報画面に設定している項目名です。 
(例は「来店のきっかけ」) 



選択肢を登録しましょう(3) 

①「選択肢コード」～「表示順」を入力します。 
②「追加」ボタンを押します。 
 
登録終了です。 
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カテゴリを登録しましょう(1) 
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商品の分類(カット,パーマなど)を登録します。 

売上分析でカテゴリ毎の集計を 
見ることができます。 
オーダー入力の時に、カテゴリから 
商品を選んで入力することもできます。 
(後述の「オーダーを入力しましょう」参照) 

料金表例 

カット 
一般  3000円 
中学・高校生  2000円 
小学生  1000円 

パーマ 
ベーシック  6000円 
ポイントパーマ 4000円 

メイク 
ポイントメイク  1500円 
フルメイク  3000円 

料金表を元にした登録例 
①「カット」や「パーマ」をカテゴリに登録 
②「一般」を商品登録する時に「カット」を 
 カテゴリに選択 

「一般」のオーダーを受けると、 
「カット」の売上として計上されます。 

カテゴリとは、 
提供するサービスや商品の内容を 
大まかにまとめた項目です。 

この項目をカテゴリ
に設定します。 



①左側の「カテゴリ」を選びます。 
②表示された画面の下にある「追加」ボタンを押します。 

カテゴリを登録しましょう(2) 
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①「カテゴリコード」～「表示順」を入力します。 
②「追加」ボタンを押します。 
 
登録終了です。 

カテゴリを登録しましょう(3) 
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①左側の「商品」を選びます。 
②表示された画面の下にある「追加」ボタンを押します。 

商品を登録しましょう(1) 
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商品の名前や価格を登録します。 



①「商品種別」～「ボタンの色」を入力します。 
②「追加」ボタンを押します。 
 
登録終了です。 

商品を登録しましょう(2) 
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ボタンの位置を設定しましょう(1) 
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StoreTouchアプリに表示される商品ボタンの位置を決めます。 

キーボードまたはバーコードリーダーから入力します。 
(この入力方法は、マスタ画面で商品を登録する時に 
商品JANコードを設定する必要があります) 

商品のボタンを自由に 
配置することができます。 
登録した商品が多い時、 
オーダーが多い商品の 
ボタンを配置すると便利です。 

StoreTouchアプリのオーダー入力画面は、３通りの入力ができます。 

本画面では、この時の 
ボタン位置を設定します。 

アプリに表示されるボタンはマスタ画面で登録したカテゴリです。 
カテゴリを選んで、表示された商品リストから商品を決定します。 



ボタンの位置を設定しましょう(2) 
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ここに設定すると 
商品ボタンとして 
アプリに表示されます。 

StoreTouchアプリ オーダー入力画面 



①左側の「商品ボタンの配置」を選びます。 
②アプリに表示したいボタンを、下のエリアに動かします。 
③配置を終了する時は「保存」ボタンを押します。 

ボタンの位置を設定しましょう(3) 

マウスでボタンの上を 
クリックして、 
押したまま下へ動かします。 

表示しない商品は 
上へ動かします。 
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ボタンの位置を設定しましょう(4) 

横に動かすとアプリに表示する 
エリアのページが変わります。 
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アプリの動かし方 
StoreTouch 
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アプリを使った業務の流れ 
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アプリ起動 
レジオープン 

お客様情報登録 
カルテ作成 

レジクローズ 
アプリ終了 

お客様情報検索 
カルテ追加・編集 

オーダー入力 
施術 

会計処理 

お客様来店 

初めて来店 お得意様 

開店 

閉店 

営業中 

次のお客様へ 



アプリを起動します(1) 
アプリをインストールすると 
「Store Touch」のアイコンが
表示されます。 

アイコンをタップして 
ログイン画面を開きます。 

①IDとパスワードを入力します。 
②「OK」ボタンを押します。 
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アプリを起動します(2) 

①「現金残高」と「その他残高」を入力します。 
②「天気」と「レジ名」を選びます。 
②「新しくオープン」ボタンを押します。 

現金 商品券など 
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アプリを起動します(3) 

このような画面が表示されたら、準備完了です。 
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①左側の「お客様情報」を選びます。 
②画面右上にある「追加」ボタンを押します。 

お客様を登録しましょう(1) 
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来店されたお客様の情報を登録します。 



お客様を登録しましょう(2) 

タッチすると 
キーボードが 
表示されます。 

上下に動かすと 
隠れている項目が
表示されます。 

ここに写真を 
追加できます。 

最後に「登録」ボタンを 
押してください。 

27 



登録したお客様を修正する時は、 
①お客様情報を検索します。 
②画面右上にある「更新」ボタンを押します。 
入力と保存は登録の場合と同じです。 

お客様を登録しましょう(3) 
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①検索するお客様の情報を入力します。 
②「検索」ボタンを押します。 
③参照するお客様の名前を選びます。 

お客様情報を検索しましょう(1) 
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以前登録したお客様の情報を検索します。 



何も入れずに「検索」ボタンを押すと、 
登録しているお客様全員がリストに表示されます。 

お客様情報を検索しましょう(2) 
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電話番号と携帯電話番号は、 
入力した数字が番号の最後に 
一致する情報を検索します。 

「5678」や「12345678」では検索できます。 
「1234」や「567」では検索できません。 

検索に使える項目： 
 顧客名(漢字表記/ローマ字表記)、フリガナ 、 
 電話番号、携帯電話番号 



カルテを作成しましょう(1) 
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お客様のカルテを作成します。 

施術内容、お客様に説明した時のメモ
などを保存、参照できるようにします。 

既に作られたカルテを 
参照できます。 



カルテを作成しましょう(2) 
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背景から人物の顔を選んで 
細かく書き込んだ指定が 
できます。 

カルテの作成例です。 

お客様の写真を撮影して 
カルテに残します。 



①お客様情報を検索します。 
②カルテを作るお客様を選びます。 
③このボタンを押します。 

カルテを作成しましょう(3) 
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カルテ画面を開きます。 



カルテを作成しましょう(4) 
このエリアに写真や
文字を入力します。 

「完了」ボタンを押すと、 
お客様情報ページに 

カルテが追加されます。 
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カルテを作成しましょう(5) 

カルテ追加 カルテ削除 

文章入力 

マジック 消しゴム 前の操作 次の操作 

写真 背景 カメラ 書いた内容の操作 日付入り文章 

ペン 

前のカルテへ移動 次のカルテへ移動 

拡大 

カルテ画面のアイコンで 
このようなことができます。 
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カルテを作成しましょう(6) 

カルテの背景になる
図を選択できます。 

文章入力のアイコンを押すと、 
キーボードが表示されます。 

アイコン操作の一例です。 

ペンとマジックのアイコンをタップすると、 
太さと色を選択できます。 
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カルテを作成しましょう(7) 

カルテを開いた時の 
画面を指でなぞります。 
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カルテ画面の入力方法は 
①背景なしで手書き 
②背景の上に手書き 
③写真の貼り込み(写真の上から手書きもできます) 
があります。 

①背景なしで手書き ②背景の上に手書き ③写真の貼り込み 

「背景」から使いたい図を 
選びます。 

「背景」から写真割付を 
選びます。 



カルテを作成しましょう(8) 
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写真をカルテに貼りつける時は 

①背景から「写真割付」を選びます。 
②作成するレイアウトを選びます。 
 （2枚割付、3枚割付、などがあります） 
③どちらかの方法で写真を入力します。 

「写真を選択」で 
保存した写真を選びます 

今すぐカメラで撮影します 

背景の①②…の位置に写真が表示されます。 



カルテを作成しましょう(9) 
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「保存された写真」で表示している写真の位置を変更できます。 

ここを押しながら上下にずらすと 
表示の位置が変わります。 

削除する時は 
ここを押します。 

写真のエリアをタップすると 
他の操作ができるようになります。 



オーダー入力 
StoreTouch 

40 



レジの流れは？ 

オーダーを入力 「入力終了」で 
会計待ち 

「会計」で 
会計画面へ 

リストから 
オーダー再表示 

会計終了 

まだ会計しない 

すぐ会計する 

現金やカードで支払終了 

まだ会計しない 

会計する 

会計待ちの確認 

お客様を選択 
または新規登録 

「オーダー入力」 

レジクローズ 
業務終了 次のお客様へ 
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オーダーを入力しましょう(1) 
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お客様からのオーダーを入力します。 

①お客様情報画面の上にある 
 「オーダー入力」ボタンを押します。 



オーダーを入力しましょう(2) 

ボタンを押すと 
ここに反映されます。 

お客様情報が 
表示されます。 

オーダーを入力後 
「会計へ」ボタンを 

押します。 

左右に動かすと 
商品ページが切り替わります。 
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オーダーを入力しましょう(3) 
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オーダーを入力する方法は 
「カテゴリ」「商品」「バーコード」があります。 

「商品」の時は、マスタで設定した 
ボタン位置の画面になります。 

「バーコード」の時は、キーボードが表示されます。 

「カテゴリ」を選ぶと 
マスタで設定したカテゴリが 
ボタンで表示されます。 カテゴリボタンを選ぶと 

そのカテゴリで登録した 
商品の一覧が表示されます。 

「カテゴリ」で入力する時は 



オーダーを入力しましょう(4) 

支払方法を選んで 
金額を入力します。 

最後に「会計終了」 
ボタンを押してください。 

レシートを印刷する 
時の設定は 
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「会計へ」ボタンを押すと、会計処理の画面になります。 

※レシートプリンタとの 
接続が必要です。 



オーダーを入力しましょう(5) 

会計待ちのオーダーは 
ここに表示されます。 
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「入力終了」ボタンを押すと会計待ちになり、次のオーダーを入力できます。
複数のお客様を同時に扱う場合、会計の順序を変更できます。 



オーダーを入力しましょう(6) 
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入力したオーダーを押すと、 
数量や単価、値引額を 

変更できます。 

値引率、値引額も 
変更できます。 

※ここで変更した価格は、 
このオーダーのみで有効です。 
管理画面で登録した価格は 
変更されません。 



オーダーを入力しましょう(7) 

48 

削除したい行を押さえて、 
左側へ動かします。 

入力を間違えた時はオーダーを削除して入力し直します。 

ここを押すと削除されます。 

会計待ちのオーダーも 
同じ方法で 
削除できます。 



オーダーを確認・返品するには(1) 

①左側の「過去レシート」を選びます。 
②会計した年月日や伝票番号を検索します。 
③表示された一覧から、確認するものを選びます。 
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会計が終了したオーダーを確認できます。 

検索例：2014年1月20日のオーダーを探す時 
①「西暦4桁/月2桁/日2桁」で検索→2014/01/20 
② 「西暦の下2桁」「月2桁」「日2桁」で検索→140120 
  (伝票番号の上6桁と同じ値です) 



オーダーを確認・返品するには(2) 

会計を取り消す時は 
「返品」ボタンを 
押してください。 

検索した画面に 
戻ります。 

50 

オーダーごとのコメントを 
入力できます。 



オーダーを確認・返品するには(3) 
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お客様個人のオーダーを確認する時は、 
①お客様情報画面の「参照」ボタンを 
 押します。 
②「購入履歴」ボタンを押します。 
 (ボタンは2箇所あります) 

画面を上に動かすと 
下にも同じボタンがあります。 

履歴画面を閉じる時は 
お客様情報のエリアを 
タップします。 



レジをクローズしましょう(1) 

①左側の「レジクローズ」を選びます。 
②「クローズ」ボタンを押します。 

会計待ちのオーダーが 
あると表示されます。 
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業務終了時にレジをクローズします。 



レジをクローズしましょう(2) 

ON の時 

OFF の時 

クローズした後に表示される画面 
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アプリを終了します 
「Log out」ボタンを押すと、ログイン画面に戻ります。 

※アプリを終了してもレジは 
 オープンしたままです。 
 (ログインするとオーダー入力 
 画面を表示します) 
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お客様の個人情報保護のため、 
使用しない時はアプリを 

終了するか、 
iPad画面をパスワードで 

ロックするなどの 
対策を行ってください。 
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